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以前は運河を
使った輸送の拠点だった

隅田川

幸田露伴いわく、 ここからの

仲秋の名月は東京イチ

江戸の防備上、

当初ここ以外隅田川に

橋はなかった綱引きで吉凶を
占う神事も

「おくのほそ道」、 旅立ちの地

最初の千住大橋は今より 2 0 0m ほど上流に

通りごとに

街路樹にテーマのある

　　　　　　　　街なんじゃな

防災井戸探し

　遊びもできるのぉ！

消防団の操法大会
　　　が開催

千住の河岸
材木問屋が並んでた

杉田玄白が

刑死者の腑分けを
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レスキュー部が活躍！

→火力発電所跡だったため

貨物列車が一望できる

　あえて氾濫させるカミソリ堤防から、
緩やかな丘で街を守るスーパー堤防に！ ！

汐入タワーから

　　スカイツリーも見える

バーベキュー広場！ ！
隅田川花火大会の
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芭蕉さんとまちあるき MAP

芭
蕉
さ
ん
の
指
摘

芭
蕉
さ
ん
に
依
頼

芭蕉さん、南千住を行く

松尾芭蕉

行
春
や
鳥
啼
き
魚
の
目
は
泪

松
尾
芭
蕉

【千住大橋】
所在地：南千住六丁目

ー俳句を詠みながら、南千住を歩いてみよう！ー

※松尾芭蕉がまちあるきする今回の物語はフィクションです

旧千住製絨所

江戸の北の玄関口として設けられ、松
尾芭蕉の「おくのほそ道」の旅もここ
からはじまった。

【素盞雄神社】
所在地：南千住六丁目

ス サ ノ オ シ オ イ リ シ オ イ リ

南千住をはじめ、61 町の総鎮守。たく
さんの桃の木や富士塚、「おくのほそ
道」旅立ちの記念碑などを有する。

【汐入スーパー堤防】
所在地：南千住八丁目

丘のように緩やかにつくられたスー
パー堤防には、公園や運動施設、バー
ベキュー広場などが整備されている。

【隅田川のビュー】
所在地：南千住八丁目

汐入公園の土手からはスカイツリーを
一望できる。隅田川花火大会のビュー
スポットとしても有名に。

【汐入水門跡】
所在地：南千住三丁目

汐入地区にあった運河のために設けら
れていた水門の跡地。今は瑞光橋公園
として整備されている。

【防災井戸】
所在地：南千住一丁目

災害時に使用可能な防災井戸が、公園
の中や路地裏など、街中に散在してい
る。

【路地裏】
所在地：南千住一丁目、五丁目周辺

” 江戸エリア ” の住宅地には、細い路地
が張り巡らされていて、下町の風景を
つくり出している。

【レンガ塀　　　　】
所在地：荒川区南千住六丁目

明治政府が建てた、日本初の官営毛織
物工場としてできた製絨所。レンガ塀
の一部がいまも残されている。

【牛もつ煮込み】
所在地：南千住一丁目（田川商店）

露地に面したお店で、牛もつ煮込みの
いい匂いが漂う。下町らしい、生活や
食べ物が風景として感じられる場所。

【 JR 貨物隅田川駅】
所在地：南千住三丁目

明治 29 年、貨物専用駅として開業。
車両の入換作業や周囲の風景を一望で
きる。
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※集合場所・避難所の種類：一時 ( いっとき ) 集合場所、１次避難所、２次避難所、福祉避難所


